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(百万円未満切捨て)

１．平成30年３月期第２四半期の連結業績（平成29年４月１日～平成29年９月30日）
（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年３月期第２四半期 4,839 3.2 71 △62.0 133 △4.0 75 2.8

29年３月期第２四半期 4,691 △6.4 187 △28.8 138 △48.2 73 △58.2

(注) 包括利益 30年３月期第２四半期 224 百万円 ( ―％) 29年３月期第２四半期 △83 百万円 ( △521.7％)

　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

30年３月期第２四半期 25.51 ―

29年３月期第２四半期 24.82 ―
※当社は、平成29年10月１日を効力発生日として普通株式10株を１株とする株式併合を行いました。これに伴い、前連
結会計年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益を算定しております。

　
（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

30年３月期第２四半期 16,051 7,001 43.6

29年３月期 15,569 6,895 44.3

(参考) 自己資本 30年３月期第２四半期 7,001 百万円 29年３月期 6,895 百万円

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年３月期 ― 0.00 ― 4.00 4.00

30年３月期 ― 0.00

30年３月期(予想) ― 30.00 30.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
※当社は、平成29年10月１日を効力発生日として普通株式10株を１株とする株式併合を行いました。平成30年３月期
（予想）の１株当たり期末配当金は、当該株式併合の影響を考慮した金額を記載しております。詳細につきましては、
「業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項」をご参照ください。

　

３．平成30年３月期の連結業績予想（平成29年４月１日～平成30年３月31日）
(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 9,700 2.0 480 33.2 480 33.8 330 4.5 110.99

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
※平成30年３月期の連結業績予想における１株当たり当期純利益は、株式併合の影響を考慮した金額を記載しておりま
す。詳細につきましては、「業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項」をご参照ください。
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

　 新規 ―社 (社名) 、除外 ―社 (社名)

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 30年３月期２Ｑ 2,992,999株 29年３月期 2,992,999株

② 期末自己株式数 30年３月期２Ｑ 19,799株 29年３月期 19,745株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年３月期２Ｑ 2,973,224株 29年３月期２Ｑ 2,973,369株

※当社は、平成29年10月１日を効力発生日として普通株式10株を１株とする株式併合を行いました。これに伴い、前
連結会計年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、期末発行済株式数、期末自己株式数及び期中平均株式数を
算定しております。

　

※ 四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

１．本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績
等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

２．当社は平成29年６月28日開催の第91回定時株主総会での決議に基づき、平成29年10月１日を効力発生日として普
通株式10株につき１株の割合をもって株式併合を行い、併せて同日付で単元株式数の変更（1,000株から100株への変
更）を実施いたしました。株式併合を考慮しない場合の平成30年３月期の配当予想及び連結業績予想は以下のとおり
です。
（１）平成30年３月期の配当予想
　 １株当たり配当金
　 期末 ３円
（２）平成30年３月期の連結業績予想
　 １株当たり当期純利益
　 通期 11円10銭
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間における世界経済は、欧州諸国・米国・中国を中心とした設備投資・個人消費の増加

を背景に景気は緩やかな回復基調で推移いたしました。我が国経済におきましても、製造業における輸出増加や堅

調な企業収益に伴う雇用情勢・設備投資の改善より緩やかな回復傾向が続きました。

当社グループにおきましては、９月にドイツハノーバーで開催されました欧州最大の国際金属加工見本市である

「ＥＭＯ」や10月に名古屋で開催されました本年国内最大規模である「メカトロテックジャパン2017」に出展致し

ました。そのほか国内各地で行われましたプライベートショーに出展し、多くのお客様にご来場いただきました。

10月には新商品の高送りカッタ「ＳＫＳ－ＧⅡ形」とミラーボールＳＳインサート「ＢＮＭ－ＳＳ形」の発売を開

始致しました。本商品の発売と同時に「新嵐キャンペーン」を実施中で、販売拡大を図っております。

連結売上高は、前年同期比3.2％増の4,839百万円となりました。このうち国内販売は前年同期比1.7％減の2,687

百万円となり、輸出は同9.9％増の2,152百万円となりました。輸出の地域別では、北米向けが前年同期比9.4％増の

454百万円、欧州向けが同3.5％減の516百万円、アジア向けが同16.4％増の1,147百万円、その他地域向けが同22.4

％増の35百万円となり、この結果、連結売上高に占める輸出の割合は、前年同期に比べ2.7ポイント増加し44.5％と

なりました。

製品別では、焼肌チップが前年同期比8.2％減の604百万円、切削工具が同6.4％増の3,548百万円、耐摩耗工具が

同0.8％増の677百万円となりました。

収益面では、工場稼働率の低下により売上原価が上昇し、連結営業利益は前年同期比62.0％減の71百万円となり、

経常利益は同4.0％減の133百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益は同2.8％増の75百万円となりました。

（２）財政状態に関する説明

(資産)

資産は前連結会計年度末に比べ482百万円増加し16,051百万円となりました。このうち流動資産は527百万円の増

加、固定資産は44百万円の減少となりました。

流動資産の変動の主な要因は、現金及び預金が573百万円、受取手形及び売掛金が251百万円それぞれ増加し、商

品及び製品が348百万円減少したことであります。

固定資産のうち、有形固定資産は218百万円減少しました。変動の主な要因は、減価償却費の計上による減少381

百万円、設備投資の実施による増加166百万円であります。投資その他の資産は186百万円増加しました。変動の主

な要因は、投資有価証券の評価額が株価の上昇を受け181百万円増加したことであります。

(負債)

負債は前連結会計年度末に比べ376百万円増加し、9,050百万円となりました。このうち流動負債は203百万円の増

加、固定負債は173百万円の増加となりました。

流動負債の変動の主な要因は、支払手形及び買掛金が105百万円、電子記録債務が169百万円それぞれ増加し、短

期借入金が95百万円減少したことであります。

固定負債の変動の主な要因は、長期借入金が162百万円増加したことであります。

(純資産)

純資産は前連結会計年度末に比べ105百万円増加し、7,001百万円となりました。このうち株主資本は、配当の実

施や、親会社株主に帰属する四半期純利益が75百万円であったこと等により43百万円減少し、6,427百万円となりま

した。また、株式の時価評価等によりその他の包括利益累計額は149百万円増加し、573百万円となりました。

　 (キャッシュ・フローの状況)

営業活動により獲得した資金は775百万円でありました。資金流入の主な要因は、税金等調整前四半期純利益128

百万円、減価償却費391百万円、棚卸資産の減少356百万円及び仕入債務の増加250百万円であり、資金流出の主な要

因は、売上債権の増加240百万円であります。

投資活動により流出した資金は154百万円でありました。主な要因は設備投資による支出148百万円であります。

財務活動により流出した資金は56百万円でありました。主な要因は借入金の返済による支出1,433百万円に対し、

借入による収入が1,500百万円であったこと、配当の支払額が117百万円であったことであります。

以上の結果、現金及び現金同等物の当第２四半期連結累計期間末残高は前連結会計年度末と比べ、573百万円増加

し、1,896百万円となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

現時点では平成29年５月12日に公表しました業績予想に変更はございません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,323,040 1,896,260

受取手形及び売掛金 2,154,583 2,405,706

商品及び製品 2,531,854 2,183,390

仕掛品 981,526 1,039,399

原材料及び貯蔵品 891,335 839,922

繰延税金資産 169,652 188,854

その他 115,691 146,577

貸倒引当金 △9,402 △14,247

流動資産合計 8,158,280 8,685,864

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 863,320 857,740

機械装置及び運搬具（純額） 3,328,515 3,082,938

土地 1,032,379 1,032,379

リース資産（純額） 4,000 0

その他（純額） 163,579 200,599

有形固定資産合計 5,391,794 5,173,658

無形固定資産 66,619 53,182

投資その他の資産

投資有価証券 1,380,137 1,561,406

関係会社出資金 205,245 206,083

差入保証金 58,224 58,184

保険積立金 323,930 330,663

その他 14,746 10,455

貸倒引当金 △29,761 △27,652

投資その他の資産合計 1,952,523 2,139,141

固定資産合計 7,410,938 7,365,982

資産合計 15,569,219 16,051,847
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 468,112 573,251

電子記録債務 495,929 665,749

短期借入金 2,081,250 1,985,372

未払法人税等 45,248 85,430

賞与引当金 185,964 190,589

未払費用 59,389 92,304

その他 344,366 291,144

流動負債合計 3,680,261 3,883,840

固定負債

長期借入金 3,184,780 3,346,989

資産除去債務 17,560 17,560

長期未払金 374,149 374,149

退職給付に係る負債 1,342,883 1,298,185

繰延税金負債 74,338 130,001

固定負債合計 4,993,711 5,166,885

負債合計 8,673,972 9,050,726

純資産の部

株主資本

資本金 3,099,194 3,099,194

資本剰余金 1,703,329 1,703,329

利益剰余金 1,712,147 1,669,054

自己株式 △44,229 △44,328

株主資本合計 6,470,442 6,427,249

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 458,618 581,802

為替換算調整勘定 67,478 71,590

退職給付に係る調整累計額 △101,292 △79,521

その他の包括利益累計額合計 424,804 573,870

純資産合計 6,895,246 7,001,120

負債純資産合計 15,569,219 16,051,847
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

売上高 4,691,948 4,839,799

売上原価 3,211,883 3,429,637

売上総利益 1,480,065 1,410,161

販売費及び一般管理費 1,292,537 1,338,912

営業利益 187,527 71,248

営業外収益

受取利息 31 36

受取配当金 16,616 13,960

為替差益 - 52,652

持分法による投資利益 - 6,404

その他 17,661 13,871

営業外収益合計 34,309 86,924

営業外費用

支払利息 23,959 20,284

為替差損 49,463 -

支払手数料 1,500 4,500

持分法による投資損失 8,123 -

その他 184 302

営業外費用合計 83,231 25,086

経常利益 138,605 133,086

特別利益

固定資産売却益 967 16

特別利益合計 967 16

特別損失

固定資産除却損 688 4,828

特別損失合計 688 4,828

税金等調整前四半期純利益 138,884 128,274

法人税、住民税及び事業税 62,921 71,521

法人税等調整額 2,164 △19,082

法人税等合計 65,086 52,438

四半期純利益 73,798 75,836

非支配株主に帰属する四半期純利益 - -

親会社株主に帰属する四半期純利益 73,798 75,836
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

四半期純利益 73,798 75,836

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △89,941 123,184

為替換算調整勘定 △52,697 9,678

退職給付に係る調整額 20,106 21,770

持分法適用会社に対する持分相当額 △34,730 △5,566

その他の包括利益合計 △157,264 149,066

四半期包括利益 △83,465 224,903

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △83,465 224,903

非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 138,884 128,274

減価償却費 411,993 391,083

貸倒引当金の増減額（△は減少） △370 4,844

受取利息及び受取配当金 △16,647 △13,996

支払利息 23,959 20,284

為替差損益（△は益） 1,287 △766

持分法による投資損益（△は益） 8,123 △6,404

固定資産売却損益（△は益） △967 △16

固定資産除却損 688 4,828

売上債権の増減額（△は増加） 26,494 △240,052

たな卸資産の増減額（△は増加） △8,720 356,330

仕入債務の増減額（△は減少） △149,225 250,489

その他 △77,389 △90,790

小計 358,110 804,108

利息及び配当金の受取額 14,090 11,845

利息の支払額 △23,726 △20,305

法人税等の還付額 - 421

法人税等の支払額 △82,012 △20,150

営業活動によるキャッシュ・フロー 266,462 775,919

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △684,145 △148,092

有形固定資産の売却による収入 1,094 2,396

無形固定資産の取得による支出 △19,375 -

投資有価証券の取得による支出 △2,454 △2,462

その他 △18,194 △6,291

投資活動によるキャッシュ・フロー △723,075 △154,450

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 1,000,000 400,000

短期借入金の返済による支出 △700,000 △500,000

長期借入れによる収入 1,350,000 1,100,000

長期借入金の返済による支出 △920,785 △933,669

自己株式の取得による支出 △542 △98

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △5,143 △5,225

配当金の支払額 △118,089 △117,997

財務活動によるキャッシュ・フロー 605,439 △56,990

現金及び現金同等物に係る換算差額 △4,067 8,742

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 144,759 573,220

現金及び現金同等物の期首残高 1,150,002 1,323,040

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,294,762 1,896,260
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しており

ます。ただし、この計算で合理性を欠く場合には、税引前四半期純利益を調整のうえ、法定実効税率を用いて税金

費用を計算しております。
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３．その他

（１）生産、受注及び販売の状況

　 ① 生産実績

製品区分

前第２四半期連結累計期間
自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日

当第２四半期連結累計期間
自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日

比較増減

金額(千円) 構成比(％) 金額(千円) 構成比(％) 金額(千円) 増減率(％)

焼肌チップ 701,218 14.9 618,624 13.7 △82,594 △11.8

切削工具 3,381,474 71.7 3,275,132 72.5 △106,342 △3.1

耐摩耗工具 629,867 13.3 624,181 13.8 △5,686 △0.9

その他 6,210 0.1 2,203 0.0 △4,007 △64.5

合計 4,718,769 100.0 4,520,140 100.0 △198,629 △4.2

　 (注) １ 金額は販売価格で表示しております。

　 ２ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

② 受注実績

製品区分

前第２四半期連結累計期間
自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日

当第２四半期連結累計期間
自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日

比較増減

受注高(千円) 受注残高(千円) 受注高(千円) 受注残高(千円) 受注高(千円) 受注残高(千円)

焼肌チップ 618,260 60,785 599,810 76,683 △18,450 15,898

切削工具 3,276,217 376,880 3,595,911 480,949 319,694 104,069

耐摩耗工具 675,565 207,865 716,175 230,516 40,610 22,651

その他 25,092 1,201 8,617 3,957 △16,475 2,756

合計 4,595,134 646,731 4,920,513 792,105 325,379 145,374

　 (注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

③ 販売実績

製品区分

前第２四半期連結累計期間
自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日

当第２四半期連結累計期間
自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日

比較増減

金額(千円) 構成比(％) 金額(千円) 構成比(％) 金額(千円) 増減率(％)

焼肌チップ 658,812 14.0 604,698 12.5 △54,114 △8.2

切削工具 3,334,372 71.1 3,548,183 73.3 213,811 6.4

耐摩耗工具 671,754 14.3 677,297 14.0 5,543 0.8

その他 27,010 0.6 9,621 0.2 △17,389 △64.4

合計 4,691,948 100.0 4,839,799 100.0 147,851 3.2

　 (注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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